
 

取組み方針①：組織強化を目指して既存会員の掘り起しを適宜行うとともに、若い世

代の人材育成を行う。 

取組み方針②：対外的に組織を説明する際のツールとして会則を作成し、組織の基盤

固めを行う。 

取組み方針③：地権者に対し、全体計画の中間取りまとめ（第 2回）の検討内容に関

する情報提供と知識の習得、跡地利用計画に対する興味・関心を促す。 

（１）若手の会の定例会活動支援 

１）取組み概要 

２）取組みスケジュール 

No 開催日 議題 



 

No 開催日 議題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３）周辺市街地との連携に対する若手の会の考え   



   



 

４）若手の会の会則作成 

 

 

   



 

 

５）取組み成果と今後の課題 

【取組み成果】 

【今後の課題】 

 

 



 

（２）地権者意見交換会の企画・開催 

１）開催概要 

２）地主会役員等との意見交換会の実施概要 

３）主な意見（地主会役員等との意見交換会） 

 意 見 

 意 見 

 意 見 

 意 見 

４）実施概要（地権者意見交換会）



 



 

５）主な意見と回答 

①第１回目       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②第２回目   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周辺市街地の整備について 

・市道１１号線の整備を進める。 

配置方針図について 

・すてきな計画だと感じる。所有地を提供してもよいと感じた。しかし、損してまでは提供はで

きない。 

大規模公園について 

・公園の名称には「平和」という言葉を入れたい。 

・維持管理することまで考えることが大切。 

・国営にして、地主の負担を減らす。 

道路について 

・横断道路は橋脚を立てて立体的に造り、土地利用の分断を防ぐ。 

緑の中のまちについて 

・将来的に人口減少傾向にあるなか、住居のニーズはあるのか疑問である。 

・緑の中には、サッカー場等も含まれるのか。 

その他 
・小中高校でもっと跡地について考えてもらう機会をつくってほしい。 

跡地利用の関心について 

・基地の中に自由に出入りができれば、実際に見せて関心をひけるのではないか。（西普天

間住宅地区を見せるのも、ひとつの手法） 

・土地活用の方法を示してほしい。 

・子供達が体験できる緑の空間があればよい。 

・今日、跡地利用計画の検討がなされているという事（内容含め）を初めて知った。 

大規模公園について 

・「みどりの中のまち」という考え方は、非常に良いと思う。 

・国営公園を目指すのは良いが、財政難の中、どこまで維持管理できるのか疑問。 

・緑の中のまちづくりには賛成である。住んでいる街に緑が多くあることはとても良い。 

・道路や公園が汚い。１００haの公園の管理ができるのか。 

・緑は心が落ち着くので必要だと思っているが、子供の世代で緑を必要だと思ってくれるの

か。 



 
            
③第３回目                           

道路について 
・新しい道路をつくっても渋滞が考えられる。自転車道や公共交通を利用するシステムも必

要だと思う。 
その他 
・地料で生活している人も多い。国に賃貸できる方法があれば、土地の活用方法も広がるの

では。 
・早く子ども世代に説明できる配置方針図を示してほしい。 
・良い計画だとは思うが、生計の中心を地料で賄っている地主もいるため、地主が損しないよ

うな土地利用を考えていければよい。 
緑の中のまちづくり 
・住みやすいまちとは公園、緑、水があるまちだと思う。 
・緑の中のまちづくり大賛成です。いこいの市民パークはいつも人気がある。 
・緑をたくさん設けることで共有財産として利用できる。（個別で庭を設ける必要がなくなる） 
・芝生を多くしてほしい。広々とした空間（木は少なくてもよい） 
周辺市街地の整備について 
・西海岸エリアも一緒に開発していくべき。跡地と西海岸エリアの連携が必要である。 
・西海岸トロピカルビーチやラグナガーデン等とバス等を連携していく必要がある。 
・普天間飛行場跡地に隣接している部分において、道路や上下水道等インフラが整備されて

いない地域等は、土地区画整理事業の区域に入れることも考えられる。 
・普天間飛行場返還後、周辺（森川公園等）はどのような恩恵を受ける事になるのか。 
・普天間飛行場に隣接している森川公園を活用・整備してはどうか。 
産業振興について 
・働く場をどう考えているか。シンガポールを目指してほしい。  ・モノレール駅（浦西）や、海など周辺のメリット（資源）を活かすことを考える。  ・人が集まらないといけない。  ・大学を呼び込むと学生が集まり、ＩＴなど産業も入ってくる。  ・シンボル的な構造物をつくる。  ・産業がなくても、人が来るアイデアも考える。 
その他 
・沖縄の個性を活かす海、ビーチ等の観光も意識してはどうか。 
・土地の価値が上がった場合、売る人は良いが住みたい人は固定資産税が上がり損する。 
ただ、価値が上がれば人が集まるのでは。 



 

６）アンケートと調査結果 

問 1.本日の内容について 

（1）プロモーションビデオの内容 

選択肢 
回答数 

（件） 

構成比 

（％） 

1.理解できた 13 33.3% 

2.まあまあ理解できた 20 51.3% 

3.少し難しかった 5 12.8% 

4.難しすぎた 1 2.6% 

5.その他 0 0.0% 

無回答 0 0.0% 

計 39 100.0% 

（2）普天間飛行場跡地利用計画の最近の主な取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容について「理解できた」、「まあまあ理解できた」と回答した割合がアンケート回答者の 8割を超え

ていることから、これまでの跡地利用に関する県市の取組みや考え方・方針について概ね理解されて

いると考えられる。 

 

問 2.地権者意見交換会の時間について 

選択肢 
回答数 

（件） 

構成比 

（％） 

1.長かった 2 5.1% 

2.ふつう 31 79.5% 

3.短かった 3 7.7% 

無回答 3 7.7% 

計 39 100.0% 

時間が「短かった」という回答が 3件あった。今年度は全体で最長 90分の時間を設けた意見

交換会であったが、まだ話し足りないという参加者の意向が読み取れる。 

選択肢 
回答数 

（件） 

構成比 

（％） 

1.理解できた 10 25.6% 

2.まあまあ理解できた 22 56.4% 

3.少し難しかった 3 7.7% 

4.難しすぎた 0 0.0% 

5.その他 0 0.0% 

無回答 4 10.3% 

計 39 100.0% 



 

問 3.今後の意見交換会や情報誌ふるさと、ホームページを通じて知らせてほしい情報はありますか。

（複数回答） 

選択肢 
回答数

（件） 

構成比

（％） 

1.跡地利用計画の検討について 26 66.7% 

2.地権者・市民に対する跡地のまちづくりへ

の関心向上に向けた取組み 
17 43.6% 

3.土地活用の手法について 18 46.2% 

4.基地内の自然環境、文化財等の情報 11 28.2% 

5.その他 2 5.1% 

無回答 1 2.6% 

計 75 － 

 

問 4.普天間飛行場跡地利用に関する最新情報は、年２回発行される「ふるさと」で発信されています

（郵送）が、掲載されている情報は、理解できる内容ですか。 

選択肢 
回答数 

（件） 

構成比 

（％） 

1.理解できた 20 51.3% 

2.どちらとも言えない 10 25.6% 

3.難しすぎた 0 0.0% 

4.みたことがない･知らない 7 18.0% 

5.その他 2 5.1% 

無回答 0 0.0% 

計 39 100％ 

 

【自由意見】 

・アンケートの回収率が落ちている。関心が薄れて来ているのではないか。何か対策はないか。  

・住宅地の緑地は個人の管理か、その場合そこに住みたいと思うのか。（維持管理大変） 

・若者が少ないと感じた。私は３０歳になるが自分より年配の方が将来に向けて真摯に考えて意見を出し

合っている部分がとても良い。自分達のことになるだろう若い人がもう少し参加できると政治への参加も

自然と増えるのではないかと考えた。利用についてはとても良いと思う。全自動運転で周回するような

近未来がイメージできると返還後の希望が持てると感じる。 

・普天間飛行場の周辺を１周道路として活用し、その周辺へのアクセスを検討してほしい。 

・土地の先行取得については、特別控除も含めて現状となるべく乖離しないようにお願いしたい。 

・相続などで初めて地主になる場合、分からないことが多い。地主新人用のセミナーなどあれば活用して

みたい。 

・計画が案でもないよりは良いと思う。未来の子供たちに緑の土地を残してほしいと思う。地権者の土地料



 

が不利にならないような方針も考えていただきたい。緑の用地の管理・維持費用も国へ提言できるよう案

を作っても良いかと思う。 

・地権者の土地活用意向の回収率があまりにも低すぎると思う。更に多くの地権者を巻き込んで意見を収

集して方向性を検討していく必要があると思う。 

・今後もっと関心を持ちたいと思う。 

・今後、毎回参加する。 

・他の方の意見を聞いて勉強になった。 

 

 

 

   



 

７）取組み成果と今後の課題 

【取組み成果】 

【今後の課題】 

 



 

 

（３）地権者支援情報誌「ふるさと」の作成・発送 

１）取組み概要 

２）情報発信の内容 

回 数 発送時期 主な掲載内容 

３）取組み成果と今後の課題 

【取組み成果】 

【今後の課題】 



 



 



 



 


